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※黎明（れいめい）：明け方、夜明けの意

あたたかな灯火を皆さんへ
令和2年11月6日（金）、荘内看護専門学校継灯式の様子

●病院憲章　●病院憲章　高度・良質な医療と心のこもった患者サービスで地域医療を担う基幹病院高度・良質な医療と心のこもった患者サービスで地域医療を担う基幹病院

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
と
と
も
に
、
我
が
国
は

よ
り
高
度
な
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
進
展
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
国
民
健
康
保
険
情
報
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
紐

付
け
さ
れ
、
保
険
証
の
代
わ
り
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
未
来

健
康
調
査
（
鶴
岡
コ
ホ
ー
ト
研
究
）
や
、
が
ん
登
録
、
疾

病
登
録
と
い
っ
た
国
や
地
域
全
体
と
し
て
の
疾
病
情
報
、

病
院
診
療
成
績
や
統
計
等
が
詳
細
か
つ
簡
単
に
利
用
で
き

る
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

　

鶴
岡
市
で
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｔ
４
Ｕ
や
ち
ょ
う
か
い
ネ
ッ
ト
と

い
っ
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を
用
い
た
医
療
連

携
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
現
状
は
、
こ
れ
ら

シ
ス
テ
ム
の
使
用
主
体
は
医
療
機
関
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
し
将
来
的
に
、
皆
さ
ん
が
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
上

の
ア
プ
リ
等
で
記
録
し
た
日
々
の
血
圧
、
血
糖
値
な
ど
の

情
報
を
医
療
機
関
と
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
し
た
数
値
の
変
化
か
ら
体
の
不
調

を
よ
り
迅
速
に
見
つ
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
個
人
の

健
康
管
理
に
お
い
て
も
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

た
だ
し
、
個
人
情
報
の
漏
洩
や
違
法
な
取
扱
い
は
絶
対

に
防
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
利
便

性
と
危
険
性
は
常
に
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
た
め
、
細
心
の

注
意
の
う
え
進
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
医
療

管
理
者
　
三
科
　
武



国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東
病
院
と

連
携
協
定
を
締
結

　

令
和
２
年
７
月
８
日
、
荘
内
病
院
は
国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東
病
院
（
以
下
「
東
病

院
」）
院
長
の
大
津
敦
氏
等
関
係
者
を
お
迎

え
し
、
医
療
連
携
協
定
の
締
結
式
を
行
い
ま

し
た
（
写
真
①
）。

　

こ
こ
で
は
、
協
定
の
締
結
に
至
っ
た
背
景

や
、
そ
れ
に
よ
り
可
能
と
な
っ
た
こ
と
、
将

来
の
展
望
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

当
院
の
が
ん
診
療
の
い
ま

　

当
院
は
、
山
形
県
が
ん
診
療
連
携
指
定
病

院
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
学
会
認
定
の
指
導

医
が
難
易
度
の
高
い
手
術
や
各
種
診
療
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
形
大
学
の
が
ん
薬
物
療
法
専
門

医
と
放
射
線
治
療
専
門
医
を
ま
じ
え
て
、
月

１
回
キ
ャ
ン
サ
ー
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
ボ
ー
ド

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
医
師
、
看
護
師
を
は

じ
め
多
職
種
が
様
々
な
意
見
を
出
し
合
う
こ

と
で
、
よ
り
よ
い
が
ん
の
診
療
方
針
を
提
案

で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
当
院
は
、
医
師
不
足
が
慢
性
的
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
専
門
医
が
全
く
い
な

い
、
あ
る
い
は
不
足
し
て
い
る
診
療
科
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
科
に
お
い
て
は
、
が
ん

患
者
さ
ん
が
当
院
を
選
択
す
る
こ
と
が
難
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
は
専
門

医
の
充
足
を
含
め
、
更
な
る
が
ん
診
療
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

国立がん研究センター東病院との国立がん研究センター東病院との
医療連携への期待医療連携への期待

特

協定締結式の様子（写真①）
皆川鶴岡市長を挟んで大津院長（左）と鈴木院長（右）ら

が
ん
専
門
病
院
と
の
連
携

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
し
、
地
域
医
療

の
充
実
と
が
ん
医
療
の
高
度
化
を
図
る
た
め
、

東
病
院
と
連
携
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

東
病
院
は
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
が
ん
医

療
の
提
供
と
新
し
い
が
ん
医
療
の
創
出
を
目

的
に
、
平
成
２
年
に
千
葉
県
柏
市
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
国
の
「
臨
床
研
究
中
核
病
院
」

「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠
点
病
院
」「
次
世

代
医
療
機
器
連
携
拠
点
」
な
ど
に
選
定
さ
れ

て
お
り
、
様
々
な
機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
端
医
療
開
発
セ
ン
タ
ー
を
併
設

し
、
先
進
的
な
が
ん
治
療
薬
・
医
療
機
器
開

発
を
推
進
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
多
数
の
実

績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

東
病
院
大
津
院
長
か
ら
は
、「
荘
内
病
院

の
皆
さ
ま
と
の
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
日
進

月
歩
の
が
ん
医
療
を
迅
速
に
庄
内
地
区
の
患

者
さ
ん
に
も
提
供
で
き
る
よ
う
、
東
病
院
全

体
で
取
り
組
み
ま
す
。」
と
、
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
今
回
の
連
携
協
定
に
よ
っ
て
、

具
体
的
に
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
し

ょ
う
か
。
次
の
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
ご
紹
介
し

ま
す
。

「がん相談外来」開始式の様子（写真②）
東病院専門医全田医師（左）と鈴木院長（右）

「
が
ん
相
談
外
来
」
の
開
設

 

遠
隔
診
療
の
導
入
検
討

 

職
員
の
人
事
交
流

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

集



－全田先生からひとこと－
病気そのものだけでなく、手術前の不安や生活のこともご相
談ください。

Q. がん相談外来を受診できる人は？
 A.     荘内病院に通院されているがん患者さんとそのご家族で
す。他院からの紹介の場合は、一度当院の外来（内科や
外科など）を受診していただきます。

Q. 家族も一緒に受診したいのですが同席できますか？
 A.     がん相談外来は、ご家族と一緒に相談する場所です。   
患者さんおひとりでの受診は原則できません。

Q. 受診の費用は高額ですか？
 A.     再診料のみで受診できます。通常のセカンドオピニオン
のように保険外の費用はかかりません。

Q. どうしたら受診できますか？
 A.     主治医に「受診したい」とお伝えください。直接言いづ
らい場合は看護師などを通していただいても構いません。

がん相談外来（Ｑ＆Ａ）
～東病院専門医がお答えします～

担当医師　全
ぜん

田
だ

 貞
さだ

幹
もと

 先生

＜略歴＞
2000年 3 月　防衛医科大学校卒業
2002年 8 月　静岡県立静岡がんセンター 消化器内科研修医
2004年 8 月　静岡県立静岡がんセンター 放射線治療科 非常勤医師
2006年 8 月　国立がんセンター東病院 放射線治療科 医員
2014年 3 月　東京医科歯科大学大学院顎顔面外科 医学博士を取得
2015年 2 月　国立がん研究センター東病院 放射線治療科　医長
　　　　　　兼 国立がん研究センター中央病院 支持療法開発部門
2019年12月　�国立がんセンター東病院医療コンシェルジェ推進室室長

（併任）
2020年 4 月　�国立がんセンター東病院支持・緩和研究開発支援室室長

（併任）
＜専門＞
放射線治療、頭頸部がん、支持療法（注3）
注3���がんそのものに伴う症状や治療による副作用に対しての予防策、

症状を軽減させるための治療

「
が
ん
相
談
外
来
」
の
開
設

　

令
和
２
年
11
月
６
日
、
当
院
に
「
が
ん
相

談
外
来
」（
院
内
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
外

来
）
を
開
設
し
ま
し
た
（
写
真
②
）。
東
病

院
の
専
門
医
が
毎
月
第
一
金
曜
日
に
来
院
し
、

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

（
１
）�

遠
方
の
専
門
病
院
に
足
を
運
ば
な
く

て
も
、
当
院
で
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ

ン
（
注
１
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

（
２
）�

希
少
が
ん
（
注
２
）
や
小
児
が
ん
な

ど
の
難
治
が
ん
患
者
さ
ん
が
、
よ
り

専
門
性
の
高
い
が
ん
診
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
診
察
の

結
果
、
特
別
な
診
療
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
東
病
院
で
の
診
療

を
お
勧
め
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

受
診
方
法
等
は
、
下
記
Ｑ
＆
Ａ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

注
１　
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン

　

�

診
断
や
治
療
方
針
に
つ
い
て
、
主
治
医
以

外
の
医
師
の
意
見
を
聞
く
こ
と

注
２　
希
少
が
ん

　

以
下
の
条
件
に
該
当
す
る
が
ん
種

　

①�

概
ね
罹
患
率
が
人
口
10
万
人
当
た
り
６

例
未
満

　

②�

数
が
少
な
い
た
め
診
療
・
受
診
上
の
課

題
が
他
の
が
ん
種
に
比
べ
て
大
き
い

遠
隔
診
療
の
導
入
検
討

　
「
が
ん
相
談
外
来
」
で
は
、
今
後
東
病
院

で
遠
隔
診
療
が
可
能
か
ど
う
か
の
実
証
研
究

も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

将
来
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
東
病
院
で
高

難
度
の
手
術
な
ど
を
受
け
た
場
合
で
も
、
東

病
院
に
わ
ざ
わ
ざ
通
院
し
な
く
て
も
、
モ
ニ

タ
ー
を
通
し
て
東
病
院
の
専
門
医
の
診
療
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
通
院
に
よ
る
身
体
的
、
経
済
的
負
担
が
、

随
分
軽
減
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

職
員
の
人
事
交
流

　

今
後
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
人
事
交
流
や
、

当
院
臨
床
研
修
医
の
東
病
院
見
学
ツ
ア
ー
等

を
実
施
し
て
い
く
な
か
で
、
職
員
の
が
ん
診

療
に
対
す
る
意
欲
の
向
上
と
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
11
月
、
そ
の
第
一
弾
と
し
て
、

が
ん
患
者
せ
ん
妄
対
応
チ
ー
ム
研
修
（
Ｄ
Ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
、
東
病
院
の
専
門

医
を
お
招
き
し
当
院
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら

　

荘
内
病
院
は
、
東
病
院
と
の
連
携
協
定
を

活
か
し
、
が
ん
診
療
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

っ
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
が
、

良
質
で
、
安
心
・
安
全
な
医
療
を
身
近
で
受

け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



心も体も
 前向きに!

今こそ今こそ、、おうちで貯筋！おうちで貯筋！脚脚
あしあし

を鍛えて健康に！を鍛えて健康に！
理学療法士おすすめ

編集・発行：鶴岡市立荘内病院  広報委員会（〒997-8515 山形県鶴岡市泉町4-20 ℡0235-26-5111）
 ホームページアドレス http://www.shonai-hos.jp/

<貸与対象者>
①�大学卒業後、医師として当院に勤務する意思を有して
いること
②�大学の医学を履修する課程に在学していること
③�原則として、他の修学資金等の返還の債務がないこと
<申込み方法>
当院ホームページ（https://www.shonai-hos.jp）
→当院について→医師修学資金貸与　をご覧ください。
<お問合せ先>
総務課経営企画係　�電話0235-26-5111（内線6333）�

Email：soumu@shonai-hos.jp

今こそ今こそ、、おうちで貯筋！おうちで貯筋！脚脚
あしあし

を鍛えて健康に！を鍛えて健康に！
・お尻や脚

あし

の筋肉を全体的に鍛えられます。
　・呼吸は止めずにゆっくりと、つらくない深さまで曲げ伸ばしをします。
　　・膝と爪先の向きをまっすぐにし、
　　　　　　　　　　　　　　膝が爪先よりも前に出ないように膝が爪先よりも前に出ないようにします。

※よくない姿勢

外は寒いし、コロナが怖い…家の中に引きこもりがちな今日この頃。
運動はストレス解消にもなります！
痛みや持病がある方は無理をせずに。

救急センターを受診の方へ

　新型コロナウイルス感染症の院内感染防止のため、
当院救急センターの受診を希望される全ての方は、�
来院前に必ず電話連絡（℡：0235-26-5111）の
うえ、受診希望の旨お伝えください。

　なお、発熱等の症状がある場合は、受診前に以下の
とおりご相談くださいますようお願いします。

  かかりつけ医がいる場合　
　かかりつけ医へ診療時間内に電話をお願いします。

  かかりつけ医がいない・休診などの場合　
　山形県受診相談センターへ電話をお願いします。
　（℡：0120-880006、24時間土日祝日対応）

  症状が重く、緊急度が高い場合　
　�これまでどおり、救急外来への相談や、救急車の要
請などをお願いします。

　当院に将来、医師として勤務いただける医学生に
修学資金を貸与します。大学卒業後、一定の期間当
院に勤務いただけますと、貸与した資金の返還を免除
されます。
　地域医療に志を持つ医学生の方、ぜひご応募ください。

医師修学資金貸与制度のご案内

スクワットスクワット
目標

回 セット×

スクワットスクワット

内股注意!内股注意!
手をついても手をついても
OK!OK!

心も体も
 前向きに!


